
 

一 般 質 問 通 告 表 
 

平成３０年第３回姶良市議会定例会（９月６日） 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

１．萩原 哲郎 １．市内の観光対策

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．市内のグラウン

ド整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）今までに何回となく質問してきた

が、姶良市の一番高い山、南には桜島、

北には霧島連山を一望できる烏帽子岳

（７０３メートル）登山道を誰もが登

れるように整備し、姶良市の観光登山

道に結び付ける考えはないか問う。 

（２）建昌城跡地はとても広い敷地であ

り、目の前には九州自動車道、その先

には鹿児島のシンボルでもある雄大な

桜島が錦江湾に浮かぶ、素晴らしい景

観を持つ場所でもある。 

ＥＴＣ専用のスマートインターチェ

ンジも工事にかかり、平成３１年度 

から３２年度には供用開始の予定であ

る。文化財・公園・観光名所として、

県外からも今後多くの観光客の来訪が

期待できる場所でもある。多くの方に

観光農園も利用され、駐車場も整備さ

れたが、その後、公園内の整備等に進

展がない。今までの調査研究と整備と

協議内容、今後の使途と整備計画を問

う。 

 

（１）加治木運動場の水はけが船津公園 

 のグラウンドと比べて非常に悪い 

が、何が原因なのか問う。 

また、ＡコートにＢコートのナイ 

ター照明の点灯制御盤があり、コイン

が切れるとブザーが鳴り、うるさく試

合に集中できない。以前、Ｂコートに

移動の要望をしていたが、そのままで

あるがなぜか問う。 

（２）船津公園のグラウンドＡコート一

塁側外側に、昨年、一戸建ての住宅が

建設された。ソフト・野球等の試合に
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教育長 
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教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

３．市内の野良猫対

策について 

     

 

 

 

 

 

 

 

４．市内の防犯対策

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．市内の道路整備

について 

ファールボールが多く飛んでいく場所

でもある。今までにトラブルは無かっ

たか問う。問題が起きないうちにフェ

ンス設置を要望していたが、その後の

計画を問う。 

 

なぎさ公園は、以前から野良猫を多

く見かける。糞の悪臭もひどい。近く

には公園もあり、多くの子供たちが遊

んでいるが害はないのか問う。 

他の市町村で野良猫に不妊治療を行

い、激減対策を行っているところもあ

る。姶良市も野良猫に不妊治療を行い、

激減対策を行う考えはないかを問う。

また、今後の野良猫対策について問う。 

 

帖佐駅地下道に防犯灯・防犯カメラ

は付いてはいるが十分に機能を果たせ

ず、女性から安全性についての要望が

多い。防犯灯が三分の一しか点灯して

いないため暗く、安全性が確保されて

いない。防犯カメラが入り口の角に 

一基しかないため安全の確保が欲し 

い。松原方面出口にも設置して欲しい

とのことであるが考えを問う。 

 

（１）市役所から船津方面に向かい、 

イオンタウン姶良とローソンの通り 

と交わる交差点は、姶良インター方面

から市役所方面への右折レーンが短 

く大混雑する。また、市役所方面から

姶良インター方面へ左折するとき、直

角で幅員が狭く左折しづらい。道路改

善の要望があるが考えを問う。 

（２）岩剱神社は、「あいらフットパス」

の白銀薫風コースに組み込まれ観光 

 等に利用されているが、県道入り口は

道路進入が鋭角であり、また、岩剱神
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

社に向かう道路幅員も狭隘で利用し  

にくい道路である。 

４年前に質問し、関係機関及び関係

者と協議を行っていくとのことであっ

たがその後の協議内容を問う。 

 

 

２．堂森 忠夫 １．市道のり面の草

払い管理について 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．島津義弘公没後

４００年の記念事

業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．給食費無料化へ

の経費見直しにつ

いて 

 

 

 

 

４．土捨て場につい

（１）市道のり面沿いの草払い作業の管

理体制を問う。 

（２）市道西別府線は、昨年までは早い

時期から草払いが実施されていたが、

今年は、雑草がガードレールをはみ出

して生い茂り危険な状態である。遅れ

ている理由とこの様な状態を放置して

事故が発生した場合、どの様な結果に

なるのか問う。 

 

（１）今年度は明治維新１５０年事業の

取組により、市外観光客が多く訪れて

いる。来年は、島津義弘公の没後４０

０年事業の取組に市民は期待している

が、事業の内容等を詳細化しての広報

活動の取組を問う。 

（２）姶良市は、島津義弘公にまつわる

伝統芸能など多くの文化が継承されて

きたが、校区の少子高齢化により、継

承や保存活動が危惧される状況になり

つつある。その打開策としての取組を

問う。  

 

 給食費無料化については、これまで多

くの議論が交わされてきたが厳しい状況

である。今後は経営的なバランスを図り、

無料化を図るために関連施設の経費削減

に取り組み、少子化の歯止め対策として

給食費の無料化に努められないか問う。 

 

（１）土捨て場開発を民間企業がしてい
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

て るところがあるが、スムーズに運営さ

れているかを問う。 

（２）土捨て場の立地条件としては、中

山間地区の谷間が有効活用されている

が、捨て場周辺の雨水や用水路排水等

は万全か問う。 

（３）市内には道路改良や開発行為での

残土捨て場が数か所あるが、単なる残

土としての処分ではなく、残土を未来

開発に向けての資源として、有効活用

を図る事業化を図れないか問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.松元 卓也 １．通勤・通学時の

渋滞について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市は、県本土で唯一人口が増えつづ

け、転入が転出を上回り子育て世代も多

い。 

また、本市から鹿児島市、霧島市など

周辺市町村への通勤・通学者も増加傾向

にある。移動手段としては車が一番多い

と思われ、本市には、九州自動車道・隼

人道路を経由した東九州自動車道、加治

木ジャンクションおよび加治木インタ

ーチェンジ、姶良インターチェンジ、国

道１０号、１０号バイパス、主要県道が

あり、交通の利便性は非常に高い。 

加えて桜島サービスエリアへのスマ

ートインターチェンジも建設中で今後

の交通網に期待したい。 

そこで以下について問う。 

（１）鹿児島市、霧島市への通勤で使用

する国道１０号線の渋滞緩和に対す

る市から国への働きかけの取組を示

せ。また、市としてもできる取組はあ

るか。 

（２）本市内における国道１０号線４車

線化について、現在決まっている区間

及び工期を示せ。 

また、今後、市として国への働きか

市 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．姶良市総合運動

公園整備について 

けを問う。 

（３）桜島サービスエリアへのスマート

インターチェンジ整備事業で、その供

用開始がいつになるか示せ。 

（４）本市にある高速道のインターチェ

ンジ（姶良ＩＣ・加治木ＩＣ）でＥＴ

Ｃを利用した割引サービスは現在何

があるか。 

また、スマートインターチェンジの

整備に伴い、市として独自のサービス

やＮＥＸＣＯと協同してのサービス

はできるか示せ。 

（５）国道１０号バイパス姶良小入口交

差点からとみよし精肉店の市道東

原・上水流線は、姶良小学校と隣接す

る市道だが、交通量が多く渋滞も多

い。子ども達の安全な通学のために

も、今後、道路の拡幅や歩道増設等を

考えているか。 

 

 姶良市総合運動公園では、現在もたく

さんの利用者があり、フットボールセン

ターの建設、新たな多目的広場、子ども

広場の移設、駐車場の充実を図る整備を

行っている。そこで以下について問う。 

（１）グランドゴルフなどで多くの利用

者が見込まれる多目的広場には、休憩

所及び収納庫やトイレの設置等は考え

ているか。 

（２）各施設の利用料金や時間等の設定

はどうなるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育長 

４.新福 愛子 １．切れ目のない子

育て支援のための

産婦健診について 

 

 

厚生労働省は２０１７年度より、母子

の健康と子どもの健やかな成長をめざ

し、産後うつ予防などの観点から出産後

間もない産婦の健診費用を助成するほ

か、先天性の聴覚障がいの早期発見に向
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．高齢者肺炎球菌

ワクチンについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

けて新生児聴覚検査等の必要経費を予算

化し、切れ目のない子育て支援を拡充し

た。 

出産後の母親が育児への不安や重圧な

どによって精神的に不安定になる産後う

つは、新生児への虐待を招く恐れもあり、

こうした事態を防ぐには産後２週間や 

１か月などの時期に産婦健診を行い、母

体の回復、授乳の状況や精神状態を把握

して適切な対応を行うことが重要とされ

る。 

この助成事業は、「産後ケア事業」を行

う市町村が対象であり、健診１回あたり

５、０００円を上限に２回分まで助成さ

れ、助成にかかる費用は市区町村と国が

半分ずつ負担することになっている。 

（１）産後間もない産婦への支援につい

ての本市での状況と課題を問う。 

（２）本市でも産婦健診の助成を実施す

る考えはないかを問う。 

 

肺炎は日本人の死因の第３位を占める

重大な疾患である。肺炎は高齢になるほ

ど重症化しやすく、高齢化に伴い年々死

亡率も増加している。 

ワクチンによる重症化予防が重要視さ

れ、医療費削減効果も高いことが証明さ

れており、６５歳を対象として平成２６

年１０月より肺炎球菌ワクチンの定期接

種制度が開始された。 

国は６５歳以上全員の接種を目指し平

成２６年から５年間を経過措置期間とさ

れたことで、接種率を上げるチャンスで

もあった。 

今年度は経過措置の最終年度であり、

平成３１年度以降は対象者が６５歳のみ

になる予定で、６６歳以上の方は定期接

種の対象から外れることになる。 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．「星空映画祭」

と小山田地域一帯

の活性化について 

（１）定期接種化が始まった平成２６年

度から平成２９年度までの本市の定期

接種対象者数と接種者数・接種率を問

う。 

（２）本年度の対象者の接種状況と平成

３１年度３月３１日までの取組を問

う。 

（３）一度も定期接種制度を利用されな

かった「接種できなかった市民」のた

めの救済措置を設ける考えはないかを

問う。 

 

さえずりの森で１２月に開催される

「星空映画祭」は夜空の下での野外シア

ターであり、飲食バル街も企画されてお

り、多くの市民が楽しみにされている。 

（１）「星空映画祭」の進捗状況と課題を

問う。 

（２）今回のイベントを、龍門滝や龍門

司坂を中心とした観光振興と小山田地

域一帯の活性化につなげていくべきで

はないかと考える。 

今回の好機を一過性のもので終わら

せず、地域活性化につなげるための市

の考えを問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

５. 湯元 秀誠 １．かごしま国体の

取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年１０月、４８年ぶりの第 

７５回国民体育大会と第２０回全国障

害者スポーツ大会“燃ゆる感動 かごし

ま国体”が開催される。 

本市は、バスケットの成年男子・女子

の競技とゴルフの女子の競技、ライフル

射撃の成年男子の競技会場になってい

る。 

 また、デモンストレーションスポーツ

では、ペタンク、ダンススポーツの開催

地になっている。障がい者スポーツはバ

市 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．中山間地域の暮

らし対策について 

スケットの会場でもある。 

「熱い鼓動 風は南から」のスローガン

にふさわしく、全国に姶良の名を広め、

市民の和の醸成が図られる契機になれば

と、期待がかかる。 

（１）開催日まで、あと７５８日ほどで

ある。市では県との連携のもと、開催

に向けて実行委員会で協議が進められ

ていると思うが、県民運動に５つの基

本目標が掲げられている。今からの事

業推進になるかと思うが市の具体的な

取組を問う。 

（２）特色を生かした（例：まちを花い

っぱいに）姶良市民総参加の取組には、

事前に一定の取組み期間が必要であ

る。どのような企画で進める計画か問

う。 

（３）太陽国体では、競技関係者で 

１９，０８２人の方々が来県された。

本市の宿泊者などの対応はどのよう  

な考えか問う。 

（４）競技会場の大楠アリーナでは、現

在において駐車場を広くしてほしいと

の要望が高い。競技場施設の整備の進

め方を問う。 

 

中山間地域で暮らす魅力・生きがいは、

住む環境を自分たちで守ることや、自給

自足の自然体で毎日の暮らしが出来るこ

とである。 

 しかし、近年、猿などの被害でその魅

力が大きく損なわれ、田舎暮らしの方々

に失望と諦め感がある。この状況を放置、

対策を講じなければ、人が減り、環境保

全や暮らしが不能となり、急激な地域の

衰退へとつながる。 

（１）このような状況のもと、市は、こ

の切迫した現状をどのように捉え、ど
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

のような対策が必要と考えるか問う。 

（２）市では、「家庭菜園を楽しもう」と、

市民農園・建昌城を開設し、１２２区

画、月額３０８円で駐車場、水道、ト

イレ、簡易な農業用器具、鳥獣被害対

策防護柵などを備え、契約賃貸してい

る。    

市民農園と同等の条件は求めない

が、山間部では農家の方々さえ家庭菜

園づくりが出来ない現実がある。問題

を解決するには、鳥獣の捕獲の強化と

合わせ、モデル地区を設けるなどして、

防護網などの助成などを行い、集落単

位で共同菜園の確保と住民のコミュニ

ティにつながる取組は出来ないか問

う。 

（３）県道も市道も、沿線の草や藪払い

が年１回の所が多く、繁茂した草や竹

藪で道路走行車の視界の妨げになって

いる。 

県内のある町では県道の管理委託を

担い、地域の方々と一緒に環境の美化

に努めている。 

県道の管理を市が受託できないか問

う。 

 

 

 


